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チャック文字によるチャック語の民話

「ある日のカラス」

藤原　敬介
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1 はじめに

本稿ではバングラデシュ・チッタゴン丘陵ではなされるチャック語

（チベット・ビルマ語派ルイ語群）の民話を一編紹介する。この民話

は、チャック文字教本である Ong Khyaing Cak［2013］（以下 OKCと略

す）にチャック文字による表記の見本としてあげられているものであ

る。訳出には、筆者にチャック語をおしえてくれているオン・トワイ

ン・ギョー・チャックさん（PoN thwáiN gyo caP: 1979生、バイシャリ出

身: 以下 OTGCと略す）の協力をえた。

チャック語の民話については藤原［2005］においてチャック語文法

の解説をまじえて紹介したことがあるほか、チャック語文法の全体を

記述した藤原［2008］の付録でも数編紹介したことがある。本誌でも

藤原［2014, 2015a］で一編ずつ紹介した。

2 表記上の注意

本稿におけるチャック語はOKC［2013］によるチャック文字表記（OKC

でしめす）とそのラテン文字転写、筆者が提案するチャック文字表記

（HKでしめす）とそのラテン文字転写、そして筆者による音素表記か

らなる 1。

チャック語の音素は/p, ph, b, t, th, d, c, ch, j, k, kh, g, P*, á, â, v, s, S, h,

m, n, N*, l, r**, w**, y**; i, e, ai（閉音節のみ）, a, o, u, 1, W, @/である。*

は末子音としてもあらわれうるものを、**は子音連続の第二要素とし

てあらわれるものをしめす。このほか低声調（アクセント記号なし）

と高声調（鋭アクセント記号 　́ でしめす）が弁別的である。

語末の-aはしばしば弱化して-@となり、後続する要素と一体化して、

一音節半語のように発音される傾向にある。藤原［2008］などでは実

際の発音に即して弱化した-@で表記していた。しかし本稿では、弱化

しうる環境が予測可能であることから、弱化していない形式である-a

のまま表記している。なお、弱化しうる環境は語境界、接語境界、接

1 チャック文字のラテン文字転写は、澤田［2001］によるビルマ文字のラテン

文字転写方式に準じる。チャック文字によるチャック語表記上の諸問題について

くわしくは藤原［2015b］を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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辞境界である。

OKC［2013］によるチャック文字表記と本稿で提案するチャック文

字表記（藤原［2015b］に準じる）の主要な相違を列挙すれば次のよう

になる。

1. 独立母音字は使用せず、{@a} に各種母音記号を付して母音を
表記する。

2. OKC［2013］において/vu/をあらわす母音字としてもちいられ

ている を/v/を表記する子音字としてあつかう。

3. チャック語の音素として存在しない有声有気閉鎖音は使用せ

ず、対応する有声無気閉鎖音をあらわす文字を使用する。

4. 語末の-N は一貫して {-ng’}と表記する。
5. 語末の-P は一貫して {-k’}と表記する。ただし-eP となるものに

ついては {-eh’}と表記する。
6. aは開音節では {aa}、閉音節では {a}と表記する。たとえば、ka

は {kaa}、kaP は {kak’}、kaN は {kang’}となる。
7. @は {a}と表記する。
8. 接頭辞の Pa-/Pá-は一貫して {@a-}で表記する。
9. 前後の要素の声調によって変調する接辞や接語については、低

声調の語形で表記する。たとえば動態述部標識の=heP/=héP は

一貫して {heh’}と表記する。

本稿での表記法にしたがえば、たとえば「カラス」という単語は次

のように表記される。

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

← OKC［2013］におけるチャック文字表記

← OKC［2013］のラテン文字転写

←筆者（HK）によるチャック文字表記案

←筆者（HK）によるラテン文字転写

←音韻表記

←語釈
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3 記号・略号一覧

{A} Aは文字転写

/A/ Aは音素表記

[A] Aは音声表記

+ 複合語境界

- 接辞境界

= 接語境界

1, 2, 3 １人称、２人称、３人称

ANDV（ANDatiVe） 去辞

CEXP（Contrary to EXPectation） 想定外

CL（CLassifier） 類別詞

COM（COMmitative） 共同格

CONT（CONTinuous） 継続

CQ（Content Question marker） 補足疑問標識

DP（Dynamic Predicate marker） 動態述部標識

FUT（FUTure） 未来

GEN（GENitive） 属格

HK Huziwara Keisuke（筆者による表記をしめす）

IMP（IMPerative） 命令

LOC（LOCative） 場所格

NEG（NEGative） 否定

NMLZ（NoMinaLiZer） 名詞化標識

OBJ（OBJective） 目的格

OKC Ong Khyaing Cak［2013］

ONOM（ONOMatopoeia） オノマトペ

OTGC PoN thwáiN gyo caP

PRF（PeRFect） 完了

PL（PLural） 複数

PQ（Polar Question marker） 決定疑問標識

PRD（PReDicate marker） 述部標識
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SG（SinGular） 単数

SEQ（SEQuential） 継起

SCLM（Subordinate CLause Marker） 従属節標識

SUBJ（SUBJunctive） 接続法

VEN（VENitive） 来辞
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4 民話: ある日のカラス

0. OKC

HK

yaak’

yak’

yaP

CL:day

taa

—

—

-ta

-one

gaa

gaa:

=gá

=GEN

rek’

—

—

=raiP

=time

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

maa

—

—

ma

CL:animal

raa

—

—

-ra.

-one

ある日のカラス

注 OKC による表記では閉音節の母音が長母音で表記されたり

（たとえば yaP “CL:day”）、高声調が無視されていたりする（たと

えば=gá “=GEN”）。本稿では、筆者の観察と方針にしたがって、

適宜代替表記を HKとして提案していく。ただし OKCによる表

記で問題がないばあいには、HKの欄は “—”とする。

1. OKC

HK

yaak’

yak’

yaP

CL:day

taa

—

—

-ta

-one

gaa

gaa:

=gá

=GEN

rek’

—

—

=raiP

=time

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

maa

—

—

ma

CL:animal

raa

—

—

-ra

-one

bruuM:maa:

brung’:maa:

brúNmá

suddenly

OKC

HK

lu

luu

lu

get

@a

waa

-wa

-ANDV

gaa

—

—

=ga

=NMLZ

hek’

heh’

=héP,

=DP

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

@a mun’

@a mung’

+PámuN.

+hair

ある日、カラスが一羽、突然手にいれたのです、孔雀の羽

を

注 =wa “-ANDV” が OKC では {@a} と表記されているのは、母
音が弱化して [@]になることと、去辞の基底形/-Pa/ {@aa}とが
意識されているからとおもわれる。去辞の/-Pa/、場所格標識の

/=Pa/、目的格標識の/=PaN/などは、先行する音声にしたがって
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連声する。連声の仕方には方言差や個人差がある。したがって

基底形で表記したほうが、さまざまな実現形式に対応できてよ

いかもしれない。しかし本稿では OTGCさんの発音に準じて表

記する。去辞はここでは {waa}と表記する。なお文末ちかくの
=ga=héP は、本来は=gá=heP となるべきものが変調したもので

ある。

2. OKC

HK

@a mun’

@a mung’

PámuN

hair

@aM

ngang’

=NaN

=OBJ

lu

luu

lu

get

go

gok’

=góP,

=SEQ

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

@a sen’

@a seng’

PásaiN

body

@a

yaa

=ya

=LOC

OKC

HK

dde

the

the

put.inside

gaa

—

—

=ga

=NMLZ

hek’

heh’

=héP.

=DP

羽を手にいれると、カラスは（羽を）身につけたのです

注 =NaN “=OBJ”が OKCでは {@aM}と表記されているのは、目
的格標識の基底形/=PaN/ {@ang’}が意識されているからとおも
われる。=góP “=SEQ” は語末の声門閉鎖音がきこえにくいこと

もあるので、OKC では {go} と表記されている可能性がある。
=ya が OKC で {@a} と表記されているのは、母音が弱化して
[@]になることと、場所格標識の基底形/=Pa/ {@aa}とが意識さ
れているからとおもわれる。なお OKC{dde}[âe]は誤記であり、

the “put inside”と解すべきであろう。
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3. OKC

HK

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

chaang’

chang’

chaN

wear

go

gok’

=góP,

=SEQ

@a saa:

—

—

Pasá

dance

he

heh’

=heP,

=DP

@a yeM ko:

@a yeng’:ko:

PayáiNkó

wing

OKC

HK

kaa:

—

—

ká

spread.wing

go#

gok’

=goP.

=SEQ

カラスは（羽を）身にまとうと、おどりました、翼をひろ

げて

注 ká “spread wing” は本来的にはオノマトペであるから、補助

動詞として r1 “do” を付加して ká r1=góP と表現したほうがよ

い。=heP “=DP”は語末の声門閉鎖音がきこえにくいこともある

ので、OKC では {he} と表記されている可能性がある。文末の
=goP “=SEQ” が OKC で {go#} 2と表記されているのは、語末の

声門閉鎖音が意識されたものとおもわれる。

4. OKC

HK

ngaa

—

—

Na

exist

he

heh’

=heP

=DP

kaa

kaa:

=ká

=NMLZ

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

cut’raak’

cuk’:rak’

+cúPraP,

+all

@a maa

—

—

Páma

3.SG

2 チャック文字の下にみられる下線を#で転写しておく。　　　　　　　　　　　　　
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OKC

HK

gaa

gaa:

=gá

=GEN

@a phaak’

@a phak’

PáphaP

friend

raak’

rak’

=raP

=PL

o

@o

Po

call

he

heh’

=heP,

=DP

@a maaM

@a maa

Páma

3.SG

—

—

@ang’

=aN

=OBJ

いあわせた（ほかの）カラスはみな、カラスの友たちは、

（孔雀に扮した）カラスをよびました

注文末の Páma=aN “3.SG=OBJ”は [PámaN]のように発音される。

OKC の表記は、この発音が意識されたものとなっている。な

お、=aN “=OBJ” に相当する語形が OKC では独立して表記され

ていないので、“—”でしめす。

5. OKC

HK

laa:

—

—

‘‘lá,

go/come

kiin’

king’:

ḱıN

house

yaa

—

—

=ya

=LOC

pren’

preng’:

práiN

return

laaM

lang’

+laN

+go

gaa

gaa:

=gá

=NMLZ

maak’

mak’

=maP.’’

=SUBJ

「こい、家にもどろう」

注 =ya “=LOC” が OKC では基底形の/=Pa/ではなく表層形の

/=ya/ {yaa}で表記されている。

6. OKC

HK

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

@in’maa

@ing’maa:

PiNmá

that

rek’

—

—

=raiP

=time

men’

meng’

maiN

anger

Se

—

—

Se

go.up

go

gok’

=góP,

=SEQ

ngaa:

—

—

Ná

say
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OKC

HK

gaa

—

—

=ga

=NMLZ

hek’

heh’

=héP.

=DP

カラスはその時おこって、いったのです

注 PiNmá=raiP “that=time”は=gá “=GEN”を付加して PiNmá=gá=raiP

と表現するほうがよい。

7. OKC

HK

@aa sY

@a sY

‘‘Pás1

what

rY

—

—

r1

do

gaa

—

—

=gá

=NMLZ

o

@o

Po

call

tuM:

tung’:

-túN

-CONT

gaa

gaa:

=gá

=NMLZ

yaa

yaa:

=yá,

=CQ

ngaaM

ngaa

Na

1.SG

—

—

@ang’

=aN?’’

=OBJ

「どうしてよびつづけているのですか、わたしを」

注 Pás1 “what”に対しては Pásaという形式もよく使用される。文

末の Na=aN “1.SG=OBJ”は [NaN]のように発音される。OKCの表

記は、この発音が意識されたものとなっている。

8. OKC

HK

@a saa:

—

—

‘‘Pasá

dance

tuM:

tung’:

-túN

-CONT

he:

heh’

=heP,

=DP

@a

—

—

Pá-

NEG-

bbo’

bbo

áo

see

le

le:

=lé?’’

=PQ

「おどってます、みえませんか」

注 Pá-áo=lé “NEG-see=PQ” は=PeP “=NEG.SCLM” を付加して Pá-

áo=PeP=léと表現するほうがよい。
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9. OKC

HK

ngaa

—

—

‘‘Na

1.SG

@a tek’

—

—

PátaiP

now

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

phret’

phrek’

phraiP

become

kek’

—

—

-kaiP

-CEXP

nen’

neng’:

=náiN,

=PRF.PRD

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN.’’

peacock

「わたしは今孔雀になってしまいました、孔雀に」

注 phraiP-kaiP=náiN “become-CEXP=PRF.PRD”は -k@́PaiN “-PRF.VEN”

をもちいて phraiP-k@́PaiN=náiN と表現するべきである。

10. OKC

HK

maa

maa:

má

this

rY:

rY

r1

do

brek’

brek’:

=bráiP

=after

@a maa

—

—

Páma

3.SG

laaM

lang’

laN

go

gaa

—

—

=ga

=NMLZ

hek’

heh’

=héP,

=DP

maa lin’

ma ling’:

m@ĺıN

forest

OKC

HK

hraang’

hrang’

hraN

CL:nature

naa

—

—

-na.

-one

そうしてから、カラスはいったのです、森へ

注 OKC では高声調とすべきところで高声調記号がかかれない

傾向にある。だが、ここでは低声調の r1 “do”が高声調で表記さ

れている。

11. OKC

HK

u dhong’:

@uu:dong’:

‘‘PúdóN

peacock

tin’

ting’

+tiN

+group

@in’:

@ing’:

=ṔıN

=COM

pong’:

—

—

póN

get.together

gaa

gaa:

=gá,

=FUT

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

phret’

phrek’

phraiP

become
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OKC

HK

kaa

kaa:

=ká,’’

=FUT

ngaa:

—

—

Ná

say

go#

gok’

=goP.

=SEQ

「孔雀たちと一緒になろう、孔雀になろう」といって

12. OKC

HK

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

raa

rak’

=raP

=PL

@aM

@ang’

=PaN

=OBJ

bbo’

bbo

áo

see

laaM

lang’

-laN

-go

go

gok’

=góP,

=SEQ

@a maa lin’

@a ma ling’

Pám@liN

3.PL

OKC

HK

thaa nek’

tha neh’

=th@neP

=near

laaM

lang’

laN

go

gaa

—

—

=ga

=NMLZ

hek’

heh’

=heP.

=DP

孔雀たちをみて、彼らのところにいったのです

注 Pám@liN “3.PL”に対しては Páma=raP “3.SG=PL” という形式も

よく使用される。

13. OKC

HK

@a yeM ko:

@a yeng’:ko:

PayáiNkó

wing

kaa:

—

—

ká

spread.wing

ko

gok’

=goP,

=SEQ

kaa:kaa:

—

—

káká

ONOM

ma rin’

ma ring’:

m@ŕıN

sing(crow)

go

gok’

=goP,

=SEQ
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OKC

HK

ma rin’

ma ring’:

m@ŕıN

sing(crow)

go

gok’

=goP

=SEQ

ngaa:

—

—

Ná

say

he

heh’

=heP.

=DP

翼をひろげて、カーカーと鳴いて鳴いて、いいました

注 =góP “=SEQ” が OKC で {ko} と表記されているのは、ある
いは基底形の/=koP/ {kok’} が意識されたものであるかもしれ
ない。

14. OKC

HK

ngaa

—

—

‘‘Na

1.SG

yok’

yWk’

=yWP

=too

naa nin’

na ning’

n@́niN

2.PL

@in’:

@ing’:

=ṔıN

=COM

maak’taa

mak’taa

maPta

together

tuM:

tung’:

túN

stay

kaak’

kak’

-kaP

-want

he

heh’

=heP.’’

=DP

「わたしもあなたたちと一緒にくらしたい」

注 =yWP “=too”が OKCで {yok’}と表記されているのは、OKC

では/-WP/を表記する適当な手段がないためではないかとおも

われる。

15. OKC

HK

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

gaa

gaa:

=gá

=GEN

@a kraaM

@a kraa

Pákra

voice

—

—

@ang’

=aN

=OBJ

tek’

tek’:

táiP

hear

ko#

kok’

=koP

=SEQ

Se:

—

—

Sé

know

gaa

—

—

=ga

=NMLZ
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OKC

HK

he

heh’

=héP,

=DP

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

raak’

rak’

=raP.

=PL

カラスの声をきいて、わかったのです、孔雀たちは

注 Pákra=aN は [PákraN]のように発音される。OKCの表記は、こ

の発音が意識されたものとなっている。

16. OKC

HK

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

cuk’raak’

cuk’:rak’

+cúPraP,

+all

ra naat’

ra nak’

r@naP

chase

he

heh’

=heP,

=DP

hru

hruu

hru

peck

he

heh’

=heP,

=DP

@a ken’:

@a keng’:

PakáiN

bite

OKC

HK

he

heh’

=heP,

=DP

u haaM

@uu haa:

Puhá

crow

—

—

@ang’

=aN.

=OBJ

孔雀たちは全員がおいかけ、つつき、かみつきました、カ

ラスに

注 Puhá=aN は [PuháN] のように発音される。OKC の表記は、こ

の発音が意識されたものとなっている。ただし高声調記号は表

記されていない。
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17. OKC

HK

maa

maa:

‘‘má

this

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

ni na yaak’

ning’yak’

niNyaP

1.PL

te

theh’

=theP

=near

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

chaang’

chang’

chaN

wear

go

gok’

=góP

=SEQ

OKC

HK

bven’

veng’

vaiN

come

he

heh’

=heP.’’

=DP

「このカラスはわれわれのところに、孔雀に扮してやって

きた」（という理由で）

注 niNyaP “1.PL”が OKCで {ni na yaak’}と表記されているのは、
{na} の上に殺母音記号をつけわすれたためであるとおもわれ
る。OKC {te}と表記されているのは誤記である。=theP “=near”

と解すべきであろう。OKC において/v/を表記する単一の字母

がない。{bhv}または {bv}が使用される。だが、/vu/を表記す

る母音記号を/v/を表記する子音字母として転用するほうが合

理的であるとおもわれる。そこで本稿では OKC {bven’} “come”

に対して {veng’}という表記を提案する。

18. OKC

HK

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

preM:

preng’:

práiN

return

go#

gok’

=goP.

=SEQ

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

raak’

rak’

=raP

=PL

thaa ne#

tha neh’

=th@́neP

=near

bveM

veng’

vaiN

come

laang’

lang’

-laN

-PAST
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OKC

HK

gaa

—

—

=ga

=NMLZ

he

heh’

=héP.

=DP

カラスはもどって、（ほかの）カラスたちのところにきた

のです

注 =th@́neP が OKCで {thaa ne#}と表記されているのは、語末の
発音が [-eP]であることが意識されているからであろう。#12で

は {thaa nek’} と表記されていたけれども、その表記では [-aiP]

という発音になってしまう。

19. OKC

HK

duu:khaa:

duk’:khaa:

dúPkhá

unhappiness

ngaa re

nga re

+N@re

+guilt

hret’

hrek’

hraiP

fall

kaaM

kaa:

=ká

=NMLZ

—

—

@ang’

=aN,

=OBJ

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

raat’

rak’

=raP

=PL

naak’

nak’

naP

beat

OKC

HK

he

heh’

=heP

=DP

kaaM:

kaa:

=ká

=NMLZ

—

—

@ang’

=aN

=OBJ

ngaa:

—

—

Ná

say

sa net’

sa nek’

+s@naiP

+show

he

heh’

=heP

=DP

kaa

kaa:

=ká

=NMLZ

ret’

rek’

=raiP,

=time

OKC

HK

u haa:

@uu haa:

Puhá

crow

raak’

rak’

=raP

=PL

so re

sa ro

s@ro

ridicule

he

heh’

=heP,

=DP

phret’

phrek’:

práiP

scold

he

heh’

=heP.

=DP

不幸という罪をうけたことや、孔雀たちがなぐったことを

いってみせると、カラスたちはバカにし、しかりました
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注 OKC {sore} は誤記であり、s@ro “ridicule” と解すべきである

とおもわれる。

20. OKC

HK

laaM

lang’

‘‘laN,

go

laaM

lang’

laN

go

det’

dek’:

=dáiP,

=IMP

u dhong’:

@uu:dong’:

PúdóN

peacock

phret’

phrek’

phraiP

become

ko

kok’

=kóP,

=SEQ

tuM:

tung’:

túN

stay

@a

ngaa

-Na

-ANDV

OKC

HK

det’

dek’:

=dáiP,

=IMP

naang’

nang’

naN.’’

2.SG

「いけ、いってしまえ、孔雀になって、くらしていけ、お前

は」

注 -Na “-ANDV”が OKCで {@a}と表記されているのは、母音が
弱化していることと、去辞の基底形である/=Pa/ {@aa} が意識
されているためであるとおもわれる。

21. OKC

HK

nin’yaak’

ning’yak’

‘‘niNyaP

1.PL

@in’:

@ing’:

=ṔıN

=COM

maak’taa

mak’taa

maPta

together

naang’

nang’

naN

2.SG

@a

—

—

Pá-

NEG-

tuuM:

tung’:

túN

stay

bbo’

bbo

-áo

-be.able.to

OKC

HK

bbaa

bbWk’

=áWP

=NEG.DP

kaa:

—

—

=ká.’’

=FUT
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「わたしたちと一緒にお前はくらすことはできない」

注 -áo “-be able to” の原義はáo “see” である。文法化して助動

詞となり、肯定文では義務、否定文では不可能性をあらわす。

=áWP “=NEG.DP”が OKCで {bbaa}と表記されているのは、OKC

では/-WP/を表記する適当な手段がないためではないかとおも

われる。
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附録 1・OKC［2013: 47］による「ある日のカラス」
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附録 2・筆者（HK）による「ある日のカラス」（チャック文字）

番号は 4節で提示した番号に対応する。
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